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問題1　x＝  2─────
 3− 2 について，次の（1）（2）に答えなさい。

（1） x＋
2
─
x

の値を求めなさい。

（2） xの整数部分をa，小数部分をbとするとき，a2＋ab＋b2の値を求めなさい。

問題2　2次関数 y＝4x2−16x＋7 …①について，次の（1）〜（3）に答えなさい。

（1） ①のグラフとx軸との2つの交点をA，Bとする。線分ABの長さを求めなさい。

（2） 0≦x≦3における①の最大値をM，最小値をmとする。M−mの値を求めなさい。

（3） ①のグラフをx軸方向に−1，y軸方向に3だけ平行移動した後，x軸に関して対称

移動したグラフを表す方程式を求めなさい。

問題3　次の表のように，1対1に対応する変量x，yについて，次の（1）〜（3）に答えなさい。

x 18 12 10 28
y 9 15 9 7

（1） x の平均値xを求めなさい。

（2） x の標準偏差sxを求めなさい。

（3） xとyの相関係数rを求め，小数で表すと次のようになる。

　　r＝−0.□19…

　□にあてはまる小数第一位の数字を求めなさい。
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問題4　実数aについての条件 p，q，rを次のように定める。下の（1）〜（3）に答えなさい。

 　条件 p：xについての2次方程式 x2＋ax＋3a−8＝0が異なる2つの実数解をもつ。

  　条件 q：
1
─
2

a−2＜3（a＋1）

  　条件 r：│a−1│＜3

（1） 条件 pを満たすaの値の範囲を求めなさい。

（2） 条件 qを満たすaの値の範囲を求めなさい。

（3）  pかつ qは，r であるための 。

 　 上の にあてはまる語句を，次の①〜④の中から1つ選び，番号で答えな

さい。

　　　① 必要十分条件である

　　　② 必要条件であるが，十分条件でない

　　　③ 十分条件であるが，必要条件でない

　　　④ 必要条件でも十分条件でもない

問題5　∠BAC＝120°，AB＝3，AC＝5である三角形ABCについて，次の（1）〜（7）に答

えなさい。（6）と（7）の答は，最も簡単な整数比で表すこと。

（1） 線分BCの長さを求めなさい。

（2） 三角形ABCの外接円の半径を求め

なさい。

（3） 三角形ABCの面積を求めなさい。

（4） ∠Aの2等分線が線分BCと交わる点をDとする。線分ADの長さを求めなさい。

（5） 角の2等分線の性質より，BD：CD＝AB：ACが成り立つ。これを利用して，線

分BDの長さを求めなさい。

（6） ∠Bの2等分線とADとの交点をEとする。AE：EDを求めなさい。

（7） 線分CD上に，BD＝DFを満たす点Fをとり，E，Fを通る直線と，線分ABとの交

点をGとする。メネラウスの定理，またはチェバの定理を利用して，AG：GBを求

めなさい。

CB

E
G

FD

A
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問題6　6個の数字0，1，2，3，4，5の中の異なる4個の数字を用いて4桁の整数をつく

る。

　　　次の（1）〜（3）に答えなさい。

（1） 全部で何通りの整数ができますか。

（2） 5の倍数は何通りできますか。

（3） 4321より大きい整数は何通りできますか。

問題7　赤球1個，青球3個，黄球5個が入った袋から同時に4個取り出すとき，次の（1）

（2）に答えなさい。

（1） 赤球1個，青球2個，黄球1個を取り出す確率を求めなさい。

（2） 取り出す4個の中に，赤，青，黄の3色が含まれる確率を求めなさい。

問題8　次の（1）（2）に答えなさい。

（1） nを正の整数とする。n進法で表された数132（n）を10進法で表すと90になるという。

nの値を求めなさい。

（2） a＜bである自然数aとbがあり，その最大公約数は15，最小公倍数は630である。

これを満たすa，b の組は4組ある。そのうち，aとbの値が最も近い組を求めなさい。




